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研究成果の概要（和文）：下側頭葉に埋め込んだマイクロ電極アレイから神経活動記録を行い、顔の方位と個人識別情
報（ID情報）の表現様式が、記録部位によって異なることを明らかにした。また、さまざまな顔の３ＤＣＧモデルを作
成し、モーフィング操作によるID変化と回転による方位の変化が与える神経応答ならびに知覚時間への影響を調べる画
像データベースを構築した。同データベースを用いた心理物理実験により、ID情報の識別で特に顕著な、知覚時間の遅
れ現象を明らかにした。さらに、神経応答から、神経情報処理の非線形な効果を同定する解析手法を新たに開発した。
一方、電極埋め込みを介した皮質電気刺激の予備実験から技術的問題点が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The neural activities recorded from the multi-electrode arrays implemented on the 
surface of the inferior temporal cortex in response to the face images showed that the representation of 
face orientation and face identity differs depending on the recording sites. I also built a 3D image 
database, developed a new analytical method and design a new experimental paradigm to study the effects 
of face orientation and identity changes on the neural response and perception. Experiments of cortical 
electric stimulation using the implemented multi-electrode arrays revealed many technical problems to be 
solved for the future study.

研究分野：神経科学
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１．研究開始当初の背景 
ヒトが社会生活を営むうえで、顔認知は個
人を同定する手段として非常に重要である。
ところが、顔情報は大きさや位置、照明条件
など視覚入力として多様に変化する。とりわ
け、観察視点の変化による「顔の向き」の違
いは、視覚特徴を大きく変えてしまうにも関
わらず、われわれは、顔の個人同定を正確に
行うことができる。そこで、顔の方位に依存
しない個人識別(ID)情報が、脳内でどのよう
に表現されているのか解明することが、視覚
神経科学の分野で注目されている。  

 
２．研究の目的 
 ヒトをはじめとする霊長類は、顔の向きが
変わっても、それが誰の顔か正確に判断する
ことができる。こうした顔認識能力の神経基
盤として、下側頭葉の「顔エリア」とよばれ
る脳領域群からなるネットワークが重要な
役割を担うと考えられているが、その詳細は
明らかでない。本研究は、動物モデルを用い
て、下側頭葉における顔情報処理を電気生理
学的に解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 下側頭葉の終端部である TE野の後部、中
央部、前部にマイクロ電極アレイを埋め込み、
神経活動記録を行った。使用した電極は、
Blackrock 社製 Utah array 型電極ならびに
Microprobe 社製、マルチ電極である。さま
ざまな人物（男女 9名ずつ）の CG顔を 7方
位から撮影した画像を用意し、覚醒行動下に
おける視覚誘発性神経活動を記録した。 
 また、同じ埋め込み電極を介して、皮質電
気刺激することで、脳領域と顔情報処理の因
果関係を解明する実験に挑戦した。 
 
４．研究成果 
１）下側頭葉の終端部である TE 野の後部、
中央部、前部に埋め込んだマイクロ電極アレ
イから神経活動記録を行い、それぞれの部位
における顔の方位と ID 情報の表現様式の違
いをとらえられることに成功した。 
 
２）多数の電極埋め込みを可能にするため、
新たな動物実験装置の開発を行い、特許出願
した。また、神経活動データの解析過程から
発想したアイデアを元に、新たな画像検索シ
ステムを開発し、特許出願を行った。 
 
３）顔以外のカテゴリーとして、身体部位（特
に手の形）に注目し、どんな手の画像を見て
いるか神経データから復号化する技術を開
発した。また、復号化した結果を利用して、
実際に５指可動型ロボットハンドの制御を
行うなどその応用面での実証実験を行った。 
 
４）埋め込み型電極を使用した皮質電気刺激
実験を国内で先駆けて行ったが、電気刺激に
よる電極の損傷が起こるなど、技術的問題点

が明らかになった。当該プロジェクトを通じ
て得られた経験的知識を今後の研究に活用
する。 
 
５）顔の方位と ID 情報の変化が与える神経
活動への影響ならびに顔認知処理への影響
を調べるため、新たに顔の３DCG モデルデ
ータベースを構築した。 
 
６）構築したデータベースを利用して、健常
者を対象とした心理物理実験を行った。この
結果、顔の ID 識別においてとりわけ顕著な
時間遅れ現象を明らかにした。 
 
７）神経応答を介して視覚情報処理における
非線形な交互作用を同定するための新たな
解析手法を開発した。 
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